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霊

第
二
次
世
界
大
戦
中
、

「東
京
停
虜
収
容
所
第

‐３
分
所
」
が
あ
っ
た
糸
魚
川
市

（旧
青
海
町
）
の

電
気
化
学
工
業
青
海
工
場
内
に
、
収
容
中
に
死
亡

し
た
米
墓
兵
ら
の
慰
霊
碑
が
建
て
ら
れ
、
５
日
に

際
幕
式
が
あ
っ
た
。
元
捕
虜
の
家
族
、
リ
ン
ダ

・

ニ
コ
ル
ス
さ
ん
（６７
）＝
英
国
ノ
ー
フ
ォ
ト
ク
州
＝

は

「再
び
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
、
過
去

蹂

鰺

訴

雌

メ

離
了

ウ

英国大使も参カロし除幕され

“

慰霊碑=電気イ1学工

業提供.__=.■,._|_■ .|‐.._|‐ .‐  _■

かつての収容所遺族訪間きっかけ

「心和らげる■助に1

「第
１３
分
所
」
は
１
９

４
３

（
昭
和
１８
）
年
に
建

設
。
２
０
０
０
平
方
研
の

敷
地
に
２
階
建
て
の
施
設

が
あ
り
、
高
さ
約
３
層
の

塀
が
巡

っ
て
い
た
。
英
米

兵
を
中
心
に
約
６
０
０
人

が
収
容
さ
れ
、
元
捕
虜
の

手
記
に
よ
る
と
、
捨
て
て

あ

っ
た
半
分
の
オ
レ
ン
ジ

を
奪
い
合
う
け
ん
か
ま
で

あ

つ
た
ほ
ど
食
糧
事
情
は

悪
く
、
栄
養
失
調
な
ど
が

原
因
で
６０
人
が
死
亡
し

た
。
終
戦
直
後
の
４５
年
９

月
に
開
鎖
さ
れ
た
。

慰
霊
碑
の
建
設
は
ヽ
捕

虜
だ

っ
た
元
英
国
兵
、
故

ア
ー
サ
ー

・
ロ
バ
ー
ト

・

ジ

ョ
ー
ン
ズ
さ
ん

（２
０

０
８
年
、

９０
歳
で
死
亡
）

に
代
わ

っ
て
、
長
女
の
リ

ン
ダ
さ
ん
夫
婦
が
２
０
１

０
年
に
現
地
を
訪
問
し
た

の
が
き

つ
か
け
。
跡
地
を

示
す
も
の
が
な
い
た
め
、

英
国
大
使
に

「慰
霊
碑
が

で
き
れ
ば
す
ば
ら
し
い
の

だ
が
」
と
話
し
た
と
こ
ろ
、

同
大
使
館
を
通
じ
て
リ
ン

ダ
さ
ん
の
希
望
を
知

っ
た

同
社
が
費
用
を
全
額
負
担

し
て
碑
を
建
て
た
。
同
社

は

「亡
く
な

っ
た
兵
士
の

還
族
に
寄
り
添
い
、
心
を

和
ら
げ
る

一
助
に
な
れ

ば
」
と
説
明
す
る
「

碑
は
高
さ
２
房
、
幅
４

眉
。
中
央
に
は
建
設
の
経

緯
が
記
さ
れ
、
両
側
に
亡

く
な

っ
た
兵
士
の
名
前
や

階
級
、
所
属
部
隊
名
が
記

さ
れ
て
い
る
。

同
社
に
よ
る
と
、
報
道

陣
に
非
公
開
で
行
わ
れ
た

除
幕
式
に
は
、
リ
ン
ダ
さ

ん
ら
元
捕
虜
の
遺
族
ら
約

２０
人
と
テ
ィ
ム

一
ヒ
ッ
チ

ン
ス
大
使
ら
英
国
大
使
館

ス
タ
ツ
フ
、
日
本
側
は
吉

高
紳
介
社
長
ら
電
化
関
係

者
と
民
間
団
体
の
計
約
６０

人
が
出
席
。
吉
高
社
長
が

「平
和
な
世
界
が
実
現
さ

れ
る
よ
う
、
お
祈
り
し
た

い
」
と
あ
い
さ
っ
し
、
出

席
者
は
献
花
後
、
工
場
内

を
巡

っ
た
。

式
典
後
、
リ
ン
ダ
さ
ん

は
報
道
陣
の
取
材
に

「父

が
こ
こ
が
ら
生
き
て
帰
ら

な
か

っ
た
ら
私
は
生
ま
れ

な
か

っ
た
。
今
日
は
私
の

日
だ
」
と
感
慨
深
げ
に
話

し
た
。

「互
い
の
国
民
が

過
去
を
乗
り
越
え
て
い
心

か
ら
和
解
す
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
か
」
と
の
質

問
に
は

「お
互
い
の
教
育

を
通
し
て
学
び
、
知
り
合

う
こ
と
で
ヽ
許
す
こ
と
が

で
き
る
」
と
答
え
、
双
方

が
努
力
す
る
必
要
性
を
訴

え
た
。
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